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健
康
心
理
コ
ー
ス

心
と
体
の
問
題
探
究

生
涯
学
習
社
会
に
対
応

健
康
文
化
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ス

太
成
学
院
大
学
で
は
、
教
育
内
容
の
充
実
の
た
め
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
新
学
科
・
新
コ
ー
ス
の

設
置
を
検
討
し
て
き
た
。
今
般
、
ほ
ぼ
内
容
も
固
ま
り
、
文
部
科
学
省
へ
の
申
請
を
経
て
、
本
年
４
月
よ
り

導
入
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

経
営
情
報
学
部
で
は
、
大
学
の
特
徴
、
社
会
情
勢

の
変
化
、
各
高
等
学
校
か
ら
聴
取
し
た
ニ
ー
ズ
等
を

検
討
し
た
結
果
、
日
本
で
初
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ

ジ
ネ
ス
学
科
」
の
新
設
を
決
定
し
た
。

一
方
、
人
間
学
部
で
は
、
既
存
コ
ー
ス
の
充
実
を

図
る
と
同
時
に
、「
健
康
」「
ス
ポ
ー
ツ
」
を
キ
ー
ワ

ー
ド
に
新
た
な
方
向
性
を
模
索
し
て
き
た
。
検
討
を

重
ね
た
結
果
、
心
理
学
科
に「
健
康
心
理
コ
ー
ス
」、

人
間
文
化
学
科
に
「
健
康
文
化
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ス
」

を
新
設
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

さ
ら
に
、
教
職
課
程
の
設
置
に
つ
い
て
も
申
請
中

で
あ
り
、
高
校
教
諭
一
種
免
「
英
語
」「
公
民
」「
情

報
」「
商
業
」
の
４
教
科
が
、
中
学
教
諭
一
種
免
「
英

語
」「
社
会
」
の
２
教
科
の
取
得
が
可
能
に
な
る
見
込

み
で
あ
る
。

太
成
学
院
大
学
は
本
年
４
月
よ
り
２
学
部
４
学
科

１１
コ
ー
ス
と
な
り
、
教
育
内
容
の
飛
躍
的
充
実
が
図

ら
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

社
会
情
勢
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、「
大
企
業
に

就
職
し
て
定
年
ま
で
働
く
」
と
い
う
価
値
観
は
大
き

く
崩
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
従
来
の
利
益
追

求
を
重
視
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
の
あ
り
方
に
も
疑
問
が
投

げ
か
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
企
業
は
公
益
性

を
重
視
し
自
然
や
人
間
と
共
生
出
来
る
も
の
で
あ
る

必
要
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
下
で
「
高
い
志
を
持
ち
、
社

会
性
、
公
益
性
を
重
視
し
た
事
業
を
創
造
・
展
開
す

る
人
材
」
が
社
会
起
業
家
だ
。
社
会
起
業
家
は
地
域

を
中
心
と
し
た
社
会
的
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
事
業
法
人
等
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

高
い
志
と
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
を
持
っ
て
、
社
会
的

問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
展
開
さ
れ
る
事
業
が
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
呼
ば
れ
る
新
し
い
タ
イ

プ
の
ビ
ジ
ネ
ス
だ
。
利
益
追
求
に
走
る
こ
と
な
く
、

地
域
課
題
や
社
会
的
問
題
の
解
決
の
た
め
に
継
続
的

に
努
力
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
と
そ
れ
を
担

う
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が
、
今
、
強
く
求
め
ら
れ

て
い
る
。

太
成
学
院
大
学
は
「
教
育
は
徳
な
り
」
と
い
う
建

学
の
精
神
を
掲
げ
、
広
く
社
会
に
貢
献
す
る
人
材
の

育
成
に
努
め
て
き
た
。「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
学

科
」
の
設
置
は
、
建
学
の
精
神
を
具
現
化
し
、
よ
り

一
層
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
輩
出
す
る
こ
と
に

つ
な
が
る
と
確
信
す
る
。

「
健
康
心
理
コ
ー
ス
」は
、
健
康
の
維
持
・
増
進
、

疾
病
の
予
防
と
治
療
な
ど
に
つ
い
て
、
心
理
学
的
な

見
地
か
ら
原
因
と
対
処
方
法
を
明
ら
か
に
し
て
い
く

こ
と
と
、
健
康
教
育
や
ヘ
ル
ス
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
、
健

康
に
関
連
し
た
政
策
の
構
築
な
ど
に
つ
い
て
、
心
理

学
か
ら
の
貢
献
を
目
指
す
こ
と
の
で
き
る
人
材
育
成

を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
心
理
学
的
な

基
礎
お
よ
び
実
験
・
実
習
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
関

連
領
域
で
あ
る
保
健
・
公
衆
衛
生
・
体
育
・
ス
ポ
ー

ツ
・
栄
養
・
社
会
福
祉
・
生
命
倫
理
な
ど
と
融
合
し

た
教
育
を
特
色
と
し
て
い
る
。

卒
業
後
の
進
路
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
大
学
院
へ

の
進
学
に
よ
っ
て
さ
ら
に
専
門
的
な
資
格
を
取
得
す

る
こ
と
で
臨
床
場
面
で
働
く
、
研
究
者
と
な
る
、
公

務
員
試
験
の
受
験
に
よ
っ
て
心
理
職
の
公
務
員
と
な

る
、
教
員
免
許
を
取
得
し
て
教
員
と
な
る
、
一
般
企

業
に
就
職
す
る
な
ど
、
在
学
中
の
専
門
分
野
に
よ
っ

て
、
調
査
・
開
発
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
関
係
等
多
様

で
あ
る
。
い
ず
れ
の
職
場
で
あ
っ
て
も
、
そ
こ
に
人

間
が
い
て
、
人
間
が
行
動
す
る
限
り
、
心
理
学
の
視

点
や
知
識
が
無
駄
に
な
る
こ
と
は
な
い
。

現
代
社
会
は
、
表
面
的
に
繁
栄
し
豊
か
に
見
え
る

が
、
複
雑
な
社
会
環
境
と
人
間
関
係
な
ど
多
面
的
な

問
題
を
か
か
え
て
い
る
。「
健
康
文
化
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー

ス
」
で
は
、
２１
世
紀
の
社
会
的
な
課
題
で
あ
る
青
少

年
の
健
や
か
な
育
成
、
高
齢
者
の
支
援
介
護
、
親
の

虐
待
防
止
等
の
諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、「
健
康
」

「
ス
ポ
ー
ツ
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
「
共
に
生
き
る
社

会
、
共
に
遊
ぶ
文
化
」
と
い
う
生
涯
学
習
と
し
て
取

り
組
む
。

卒
業
後
の
進
路
と
し
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
と
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
関
す
る
あ
ら
ゆ

る
職
業
が
考
え
ら
れ
る
。
代
表
的
な
も
の
に
は
、
地

方
自
治
体
や
民
間
の
教
育
機
関
が
開
催
す
る
、
キ
ャ

ン
プ
・
野
外
ス
ポ
ー
ツ
・
研
修
会
・
イ
ベ
ン
ト
等
を

企
画
運
営
す
る
ス
タ
ッ
フ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、
健
康
運
動
実
践
指
導
員
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
地
域
活
動
に
大
き
く
貢
献

で
き
る
人
材
等
が
あ
げ
ら
れ
、
そ
の
他
ス
ポ
ー
ツ
ト

レ
ー
ナ
ー
や
コ
ー
チ
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
等
幅
広
い
進
路
が
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
本

コ
ー
ス
の
特
徴
と
し
て
、
情
報
文
化
論
領
域
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
基
礎
・
応
用
や
言
語
文
化
論
領
域

の
メ
デ
ィ
ア
と
文
化
や
マ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

史
等
の
科
目
を
履
修
す
る
の
で
、
新
聞
社
・
放
送
関

連
企
業
等
で
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
、

さ
ら
に
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
を
行
う

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
、
広
報
・
イ
ベ
ン
ト
企
業
等

で
活
躍
で
き
る
進
路
も
考
え
ら
れ
る
。

人
間
学
部
の
中
村
智
太
郎
君
（
心
理
学
科
１
年
次

生
）
が
、
昨
年
１２
月
２３
日
〜
２８
日
に
香
港
で
開
催
さ

れ
た
フ
ェ
ス
ピ
ッ
ク
ユ
ー
ス
大
会
（
極
東
・
南
太
平

洋
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
１９
歳
以
下
）
に
出
場
、

ア
ジ
ア
の
強
豪
を
相
手
に
力
泳
し
、
得
意
の
１
０
０

�
平
泳
ぎ
で
見
事
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
て
、
ア
ジ
ア

の
頂
点
に
立
っ
た
。
さ
ら
に
５０
�
自
由
形
、
５０
�
バ

タ
フ
ラ
イ
で
も
そ
れ
ぞ
れ
銅
メ
ダ
ル
と
、
今
大
会
で

計
３
個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
ア
ジ
ア
の
ヒ
ー
ロ
ー

の
一
人
に
な
っ
た
。

中
村
君
は
、
生
ま
れ
つ
き
両
腕
の
な
い
障
害
を
持

つ
ス
イ
マ
ー
。
出
身
地
の
和
歌
山
県
橋
本
市
は
水
泳

が
盛
ん
で
、
中
村
君
も
幼
稚
園
に
入
る
前
か
ら
地
元

の
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
に
通
っ
た
。
一
時
、
プ
ー

ル
と
は
疎
遠
に
な
っ
た
が
、
中
学
生
時
代
に
再
び
水

泳
に
の
め
り
込
み
、
本
格
的
に
取
り
組
ん
だ
高
校
時

代
に
は
飛
躍
的
に
実
力
が
伸
び
た
。
推
進
力
は
キ
ッ

ク
だ
け
。
体
力
の
消
耗
は
激
し
く
、
一
日
に
泳
げ
る

距
離
は
健
常
者
の
半
分
程
度
。
１
７
６
�
、
５０
�
の

き
ゃ
し
ゃ
な
体
つ
き
で
、
体
力
面
を
ど
う
克
服
す
る

か
が
今
後
の
課
題
だ
。「
将
来
は
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
な

り
た
い
」
と
い
う
夢
の
実
現
の
た
め
１
時
間
以
上
か

け
て
通
学
、
夜
は
橋
本
に
戻
っ
て
泳
ぎ
込
む
努
力
家

で
も
あ
る
。

次
の
目
標
は
障
害
者
の
五
輪
で
あ
る
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
へ
の
出
場
だ
。
今
年
は
ア
テ
ネ
五
輪
の
閉
幕
直

後
の
９
月
１７
日
か
ら
１２
日
間
同
じ
ア
テ
ネ
で
開
催
さ

れ
る
。
出
場
が
決
定
す
れ
ば
、
メ
ダ
ル
獲
得
も
大
い

に
期
待
で
き
る
。
今
春
「
ア
テ
ネ
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
出
場
決
定
」
の
朗
報
が
到
着
す
る
の
が
楽
し
み
で

あ
る
。

金メダルを胸に表彰台に立つ中村智太郎君（中央）

人 間 学 部
高校教諭一種免〔英語〕
中学教諭一種免〔英語〕
中学教諭一種免〔社会〕

高校教諭一種免〔公民〕

経営情報学部
高校教諭一種免〔情報〕
高校教諭一種免〔商業〕

人間文化学科

心 理 学 科

経営情報学科

コース
・健康心理コース
・カウンセリングコース
・認定心理コース
・健康文化スポーツコース
・歴史探究コース
・言語文化コース

・経営システム活用コース
・経済システム運営コース

・生活支援ビジネスコース
・地域環境ビジネスコース
・ＩＴビジネスコース

学 科

心 理 学 科

人間文化学科

経営情報学科

コミュニティビジネス学科

学 部

人 間 学 部

経営情報学部

学
部
・
学
科

コミュニティビジネス学科

健 康 心 理 コ ー ス

健康文化スポーツコース

経営情報学部に日本初の

人間学部は健康・スポーツ
キーワードに

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
学
科

中村智太郎君（人間学部）アジアの頂点に

社
会
起
業
家
を
育
成

４月から２学部４学科１１コースに

■教職課程設置〔平成１６年４月開設申請中〕

教職課程も新設

フ
ェ
ス
ピ
ッ
ク

ユ
ー
ス
平
泳
ぎ

2004年1月29日



経
営
情
報
学
部
若
宮
研
究
室
（
若
宮
達
夫
講
師
）

で
は
、
電
子
制
御
・
電
子
回
路
を
専
門
に
研
究
し
て

い
る
。
と
り
わ
け
マ
イ
ク
ロ
プ
ロ
セ
ッ
サ
に
つ
い
て

は
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
で
、
こ
の
応
用
と
し
て
各
種

ロ
ボ
ッ
ト
の
研
究
開
発
を
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
。

ロ
ボ
ッ
ト
は
今
や
製
造
業
に
と
ど
ま
ら
ず
非
製
造

業
の
い
ろ
い
ろ
な
分
野
に
ま
で
導
入
さ
れ
る
状
況
に

あ
る
。
産
業
界
ば
か
り
か
、
直
接
人
間
と
か
か
わ
っ

て
活
躍
す
る
福
祉
・
介
護
・
い
や
し
等
を
目
的
と
し

た
も
の
ま
で
開
発
さ
れ
て
お
り
、
も
う
す
ぐ
人
間
に

匹
敵
す
る
能
力
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
出
現
す
る
の
も
夢
で

は
な
い
。

こ
う
い
っ
た
世
の
中
の
動
き
も
あ
り
、
若
宮
研
究

室
で
は
、
授
業
に
ロ
ボ
ッ
ト
の
製
作
を
導
入
し
て
い

る
。経
営
情
報
学
部
に
は
文
科
系
科
目
が
多
い
た
め
、

学
生
た
ち
は
ロ
ボ
ッ
ト
の
製
作
に
今
ま
で
に
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
驚
き
と
新
鮮
味
を
感
じ
た
よ
う
で
、

生
き
生
き
と
し
て
ロ
ボ
ッ
ト
の
製
作
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
ロ
ボ
ッ
ト
の
材
料
は
市
販
さ
れ
て
い
る
も
の

を
使
用
す
る
が
、
部
品
は
す
べ
て
学
生
が
手
作
り
で

組
み
立
て
る
。
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
動
物
や

昆
虫
型
の
ロ
ボ
ッ
ト
で
、
主
に
歩
行
機
構
に
つ
い
て

学
ん
で
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
と
並
行
し
て
制
御
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
制
作
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
今
後
さ
ら

に
複
雑
な
ロ
ボ
ッ
ト
へ
の
取
り
組
み
を
予
定
し
て
い

る
。昨

年
の
１０
月
に
ロ
ボ
ッ
ト
製
作
研
究
室
が
完
成
し

た
。
ロ
ボ
ッ
ト
へ
の
取
り
組
み
が
本
格
化
す
る
。

太
成
学
院
大
学
で
は
、
授
業
内
容
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
る
た
め
ハ
ー
ド
面
を
中
心
と
す
る
環
境
整
備
と

授
業
方
法
の
改
善
・
工
夫
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
講

義
型
授
業
か
ら
、
双
方
向
型
授
業
に
す
る
こ
と
に
よ

り
、
学
生
は
授
業
へ
の
興
味
が
わ
き
、
進
ん
で
授
業

に
出
席
す
る
よ
う
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

人
間
学
部
の
尾
上
孝
利
教
授
は
「
ミ
ク
ロ
の
生
物

お
よ
び
物
体
観
察
・
分
析
装
置
」の
導
入
を
決
め
た
。

こ
の
装
置
は
、
低
真
空
走
査
電
子
顕
微
鏡
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
分
散
型
Ｘ
線
分
析
装
置
、自
動
凍
結
置
換
装
置
、

イ
オ
ン
ス
パ
ッ
タ
、
凍
結
真
空
乾
燥
装
置
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
文
部
科
学
省
の
平
成
１５
年
度
私
立
学
校

施
設
整
備
補
助
金
の
対
象
に
な
っ
た
。

人
間
学
部
に
お
け
る
心
理
学
教
育
で
は
、
人
間
を

中
心
と
し
た
生
命
科
学
と
人
間
の
心
を
主
と
し
た
心

理
学
を
車
の
両
輪
と
し
て
と
ら
え
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
そ
の
理
由
は
、
心
理
は
そ
の
母
体
で
あ
る
人
の

体
の
影
響
を
受
け
る
か
ら
で
あ
る
。
人
文
科
学
系
の

学
生
に
生
命
科
学
を
教
え
る
時
、
生
化
学
的
な
手
法

や
遺
伝
学
的
手
法
よ
り
も
形
態
学
的
手
法
で
生
命
現

象
を
観
察
さ
せ
る
方
が
、
理
解
が
深
ま
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。
特
に
、
こ
の
装
置
は
新
鮮
な
生
物
試
料（
生

き
た
状
態
に
近
い
）
を
直
接
観
察
で
き
る
特
徴
を
持

っ
て
い
る
。
学
生
が
興
味
の
あ
る
生
物
や
物
体
を
持

参
し
、
細
胞
の
表
面
の
立
体
構
造
を
最
大
で
３０
万
倍

ま
で
観
察
で
き
る
。
さ
ら
に
、
拡
大
し
た
様
子
を
備

え
付
け
の
１７
�
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
画
面
に
映
し
出
す

こ
と
も
で
き
る
。
さ
ら
に
、
装
置
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

分
散
型
Ｘ
線
分
析
装
置
が
装
着
さ
れ
て
い
る
の
で
、

元
素
レ
ベ
ル
で
の
変
化
を
確
認
出
来
る
特
色
を
持
っ

て
い
る
。

本
学
で
は
環
境
関
連
の
教
育
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
。
環
境
関
連
授
業
で
は
環
境
悪
化
に
伴
う
生
物
の

変
化
の
実
態
を
細
胞
レ
ベ
ル
・
元
素
レ
ベ
ル
（
金
属

の
蓄
積
・
消
失
等
）
で
学
生
に
示
し
、
学
生
と
討
論

で
き
る
資
料
を
提
供
で
き
る
。

授
業
で
ロ
ボ
ッ
ト
の
製
作
を
行
う

走査電子顕微鏡で見たアリの顔

実体顕微鏡で見たアリの顔

我
が
国
は
、
１
９
７
７
年
７
月
に
最
初
の
静
止
気

象
衛
星
「
ひ
ま
わ
り
」（
Ｇ
Ｍ
Ｓ
）
を
打
ち
上
げ
、
赤

道
上
約
３
万
６
０
０
０
�
の
宇
宙
空
間
か
ら
、
地
球

の
観
測
資
料
を
時
々
刻
々
入
手
し
て
雲
画
像
を
作
成

し
て
い
る
。
雲
画
像
は
、
日
本
で
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
諸
外
国
で
も
気
象
現
象
の
監
視
や
天
気
予
報
等

に
活
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
・
新
聞
な
ど

に
よ
っ
て
家
庭
に
届
け
ら
れ
、
天
気
予
報
の
理
解
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

世
界
気
象
機
関
（
Ｗ
Ｍ
Ｏ
）
で
は
、
気
象
業
務
を

近
代
化
し
て
天
気
予
報
の
精
度
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、

世
界
気
象
監
視（
Ｗ
Ｗ
Ｗ
）計
画
を
推
進
し
て
い
る
。

地
球
上
を
く
ま
な
く
観
測
し
よ
う
と
い
う
こ
の
世
界

気
象
監
視
計
画
で
は
、
赤
道
上
の
５
個
の
静
止
気
象

衛
星
と
、
静
止
衛
星
の
盲
点
と
な
る
南
北
両
極
地
方

を
カ
バ
ー
す
る
た
め
地
球
を
縦
方
向
に
回
る
極
軌
道

衛
星
「
Ｎ
Ｏ
Ａ
Ａ
」
と
で
、
世
界
気
象
衛
星
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
成
し
て
い
る
。「
ひ
ま
わ
り
」
も
そ
の
気

象
監
視
と
い
う
重
要
な
役
割
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
。

そ
の
後「
Ｇ
Ｍ
Ｓ
」は
運
用
期
間
を
は
る
か
に
超
え
、

現
在
は
「
Ｇ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
９
」
が
稼
働
し
て
い
る
。「
Ｇ
Ｍ

Ｓ
・
Ｇ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
」
は
１
分
間
に
約
１
０
０
回
の
速
さ

で
回
転
し
な
が
ら
赤
道
上
空
で
地
球
の
自
転
と
同
じ

よ
う
に
２４
時
間
か
け
て
地
球
を
一
回
り
し
て
い
る
。

観
測
範
囲
は
広
く
、
地
球
の
約
４
分
の
１
を
常
時
観

測
し
て
い
る
。
こ
の
広
大
な
地
域
の
雲
や
そ
の
他
の

自
然
現
象
に
つ
い
て
、
気
象
学
的
な
解
釈
を
加
え
て

気
象
情
報
等
を
抽
出
す
る
こ
と
を
「
雲
解
析
」
と
呼

び
、
気
象
衛
星
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
日
常
業
務
の
一

つ
に
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
台
風
や
低
気
圧
・
前

線
な
ど
の
発
生
や
発
達
の
様
子
は
、
天
気
図
上
の
気

圧
パ
タ
ー
ン
に
よ
り
雲
の
方
が
先
行
し
て
特
徴
的
な

パ
タ
ー
ン
を
示
す
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
通
常
の
気

象
デ
ー
タ
の
空
白
域
で
あ
る
海
上
な
ど
に
お
い
て
も

気
象
情
報
が
得
ら
れ
る
た
め
、
雲
画
像
は
大
気
現
象

の
理
解
と
共
に
天
気
予
報
を
行
う
上
で
必
要
不
可
欠

な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

竹
原
・
村
田
研
究
室
で
は
、「
Ｇ
Ｍ
Ｓ
」
と
「
Ｎ
Ｏ

Ａ
Ａ
」
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
雲
画
像
の
受
信
の
許
可

を
平
成
１２
年
３
月
に
気
象
庁
よ
り
取
得
し
た
。

竹
原
・
村
田
研
究
室
で
は
許
可
取
得
後
、
雲
画
像

の
受
信
シ
ス
テ
ム
の
改
良
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
さ

ら
に
美
原
町
内
の
気
圧
・
温
度
・
風
等
の
デ
ー
タ
も

入
手
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
観
測
体
制
を
整
備
し
て

い
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
学
内
で
活
用
す
る
だ
け
で

な
く
、
近
隣
の
小
中
学
生
の
授
業
の
一
環
と
し
て
利

用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

人
間
学
部
（
両
学
科
）
で
は
基
本
教
養
科
目
の
１

つ
で
「
人
間
と
自
然
環
境
」
の
科
目
を
開
講
し
て
い

る
。
自
然
環
境
は
人
間
社
会
の
諸
活
動
を
含
め
、
あ

ら
ゆ
る
生
命
活
動
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
観
点
か
ら
本
授
業
の
学
修
目
的
は
、
環
境
と

し
て
の
自
然
を
理
解
し
、
人
間
の
精
神
面
も
含
む
社

会
生
活
と
深
く
か
か
わ
る
環
境
問
題
の
原
因
・
現
状

を
考
察
す
る
と
と
も
に
、
我
々
に
で
き
る
身
近
な
解

決
策
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
に
立
っ
た
解
決
策
を

調
査
研
究
す
る
こ
と
に
あ
る
。

こ
の
学
修
目
標
を
達
成
す
る
一
助
に
す
る
た
め
、

去
る
１２
月
６
日
（
土
）
学
外
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
研

修
を
行
っ
た
。
研
修
先
は
、
南
港
の
ア
ジ
ア
太
平
洋

ト
レ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
大
阪
環
境
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
「
Ａ
Ｔ
Ｃ
グ
リ
ー
ン
エ
コ
プ
ラ
ザ
」
で
、

本
授
業
を
履
修
し
て
い
る
３４
名
の
学
生
が
参
加
し
た
。

４
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
学
生
た
ち
は
、
教
室
内
で

は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
企
業
の
環
境
対
策
や
日
常

生
活
で
で
き
る
取
り
組
み
な
ど
を
身
近
な
事
例
で
、

実
際
に
見
学
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
環
境
に
関
す
る

意
識
と
学
修
意
欲
の
高
揚
を
実
感
し
た
。
ま
た
�
教

育
現
場
で
は
で
き
な
い
「
現
実
の
社
会
の
状
況
」
を

学
ぶ
こ
と
�
地
球
環
境
問
題
の
解
決
方
策
を
学
ぶ
こ

と
で
「
未
来
志
向
の
環
境
教
育
」
が
で
き
る
こ
と
�

「
職
業
教
育
」
と
し
て
企
業
の
環
境
へ
の
取
り
組
み

や
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
活
躍
を
学
ぶ
こ
と
�
�
も
今

回
の
研
修
の
成
果
と
な
っ
た
。

Ａ
Ｔ
Ｃ
グ
リ
ー
ン
エ
コ
プ
ラ
ザ
は
、
環
境
関
連
技

術
や
商
品
を
一
堂
に
集
積
し
新
た
な
情
報
を
発
信
で

き
る
日
本
で
初
め
て
の
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
拠
点
で

あ
る
。
テ
ー
マ
別
に
４
つ
に
ゾ
ー
ニ
ン
グ
さ
れ
た
総

面
積
４
５
０
０
平
方
�
の
総
合
展
示
場
で
、
環
境
問

題
の
意
識
を
高
め
る
生
活
対
策
や
ビ
ジ
ネ
ス
に
か
か

わ
る
多
く
の
事
例
を
常
設
、
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

激
し
く
変
化
す
る
社
会
の
動
き
に
合
わ
せ
、
常
に
タ

イ
ム
リ
ー
な
催
し
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
各
種
情

報
を
加
工
し
て
各
方
面
に
発
信
す
る
情
報
提
供
サ
ー

ビ
ス
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
回
の
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
、
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み

の
現
場
を
全
員
で
研
修
し
た
。「
百
聞
は
一
見
に
し
か

ず
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
現
場
を
自
分
の
目
で
見

る
こ
と
に
よ
り
興
味
が
わ
き
、
環
境
問
題
へ
の
意
識

が
一
段
と
高
ま
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

「
Ｇ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
９
」「
Ｎ
Ｏ
Ａ
Ａ
」
か
ら
届
く
雲
画
像ATCグリーンエコプラザでフィールドワーク

人

間

学

部

経
営
情
報
学
部

竹
原

村
田

研
究
室

若
宮
研
究
室

経
営
情
報
学
部

動
物
や
昆
虫
ロ
ボ
ッ
ト
製
作

文
系
で
ユ
ニ
ー
ク
研
究
開
発

気
象
衛
星
か
ら
雲
画
像
受
信

小
中
学
校
の
授
業
に
活
用
も

尾
上
研
究
室

足
立
研
究
室

人
間
学
部

人
間
学
部

走
査
電
子
顕
微
鏡
を
導
入

新
鮮
な
細
胞
を
直
接
観
察

実
物
を
見
て
触
れ
て
感
じ
る

環
境
問
題
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
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大
阪
短
期
大
学
の
改
組
転
換
に

よ
り
今
回
で
最
後
と
な
る
「
第
３

回
大
短
祭
」
が
１２
月
２０
日
（
土
）
、

在
学
生
全
員
と
教
職
員
の
参
加
で

開
催
さ
れ
た
。
開
会
の
挨
拶
で
足

立
学
長
よ
り
、「
実
行
委
員
の
皆
さ

ん
ご
苦
労
様
で
し
た
。
全
員
で
盛

り
上
げ
て
心
に
残
る
大
短
祭
に
し

て
く
だ
さ
い
」
と
の
お
言
葉
を
い

た
だ
い
た
。
乾
杯
は
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
の
シ
ャ
ン
パ

ン
で
行
わ
れ
、
吉
井
剛
文
実
行
委
員
長
が
「
全
員
で

楽
し
み
ま
し
ょ
う
」
と
力
強
く
音
頭
を
と
っ
た
。

テ
ー
ブ
ル
の
上
に
は
各
種
の
料
理
と
飲
み
物
が
用

意
さ
れ
、
楽
し
い
パ
ー
テ
ィ
ー
が
始
ま
っ
た
。

２
年
間
の
思
い
出
話
に
盛
り
上
が
っ
た
こ
ろ
、

イ
ベ
ン
ト
が
始
ま
っ
た
。
ま
ず
は
「
３
択
ク
イ

ズ
」。
勝
ち
残
っ
た
４
人
に
、
プ
ー
サ
ン
の
ぬ
い

ぐ
る
み
や
マ
グ
カ
ッ
プ
の
賞
品
が
渡
さ
れ
た
。

次
の
「
じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー
ム
」
は
、
３
人
１
組

と
な
り
ジ
ャ
ン
ケ
ン
を
し
て
１
人
が
勝
ち
残
る

と
い
う
ル
ー
ル
を
繰
り
返
し
て
人
数
を
絞
り
込

ん
で
い
く
。
３
回
戦
ま
で
勝
ち
残
っ
た
２
人
は

テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
な
ど
豪
華
な
賞
品
に

歓
声
を
上
げ
て
い
た
。

引
き
続
い
て
学
生
有
志
に
よ
る
演
技
に
移
っ
た
。

ま
ず
は
、
太
成
学
院
大
学
「
誰
で
も
踊
ろ
う
部
」
に

よ
る
ダ
ン
ス
バ
ト
ル
が
行
わ
れ
た
。
２
人
１
組
で
４

チ
ー
ム
が
出
場
し
、
２
人
の
技
の
ト
ー
タ
ル
を
会
場

の
拍
手
で
競
っ
た
。「
Ｓ
サ
イ
ズ
」
チ
ー
ム
と
「
ニ
モ
」

チ
ー
ム
で
の
決
勝
戦
は
、
バ
ッ
ク
転
あ
り
、
片
手
倒

立
あ
り
、
手
と
足
と
体
の
激
し
い
動
き
に
全
員
の
目

は
釘
付
け
に
。
両
チ
ー
ム
と
も
相
譲
ら
ず
１
回
目
、

２
回
目
の
拍
手
で
は
勝
敗
が
決
ま
ら
ず
、
３
回
目
の

拍
手
で
や
や
優
勢
の
「
ニ
モ
」
チ
ー
ム
が
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
に
輝
い
た
。

次
は
歌
の
演
技
と
な
り
、
紅
白
歌
手
を
思
わ
せ
る

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
登
場
し
た
平
尾
奈
津
帆
さ
ん
が
、

美
し
い
声
で
３
曲
を
歌
い
、
大
き
な
歓
声
が
上
が
っ

た
。
イ
ベ
ン
ト
の
最
後
は
ビ
ッ
ク
リ
氏
名
抽
選
会
で

締
め
く
く
っ
た
。
学
生
に
、
教
職
員
の
有
志
か

ら
贈
ら
れ
た
賞
品
が
渡
さ
れ
、
第
３
回
大
短
祭

は
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
た
。
折
り
た
た
み

式
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
は
佐
川
玲
奈
さ
ん
が
、

石
原
教
授
の
大
津
絵
の
額
縁
は
有
安
勝
也
君
が

獲
得
し
て
感
激
す
る
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。
太

田
学
科
長
の
閉
会
の
挨
拶
の
後
、
全
員
で
後
片

付
け
を
し
て
、
楽
し
か
っ
た
大
短
祭
が
閉
会
と

な
っ
た
。

大
阪
短
期
大
学
で
は
、
大
短
祭
を
授
業
の
一
環
と

し
、
全
員
の
参
加
を
義
務
付
け
し
て
お
り
、
参
加
す

る
こ
と
に
よ
り
社
会
性
、
協
調
性
が
高
ま
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。
今
回
１２
人
の
実
行
委
員
は
事
前
準

備
か
ら
当
日
の
進
行
ま
で
の
活
躍
は
実
に
見
事
だ
っ

た
。
さ
ら
に
、
太
成
学
院
大
学
の
、
浮
川
哲
君
、
豊

山
剛
秀
君
、
三
井
浩
彰
君
の
３
人
が
音
楽
係
を
快
く

引
き
受
け
て
く
れ
て
盛
り
上
が
り
に
一
役
か
っ
て
く

れ
た
。
第
３
回
大
短
祭
は
最
後
に
ふ
さ
わ
し
く
盛
り

上
が
り
、
楽
し
く
全
員
の
心
に
い
つ
ま
で
も
残
る
思

い
出
と
な
っ
た
こ
と
と
確
信
す
る
。

吉
井
剛
文
・
大
会
実
行
委
員
長

の
話

皆
様
の
ご
協
力
の
お
か
げ

で
、
最
後
に
ふ
さ
わ
し
い
楽
し
い

大
短
祭
に
す
る
こ
と
が
で
き
て
ホ

ッ
ト
し
て
い
ま
す
。
実
行
委
員
一

人
一
人
が
大
変
が
ん
ば
っ
て
く
れ

た
こ
と
、
太
成
学
院
大
学
の
メ
ン

バ
ー
が
応
援
し
て
く
れ
た
こ
と
が

成
功
の
要
因
だ
っ
た
と
思
う
。

豪華賞品目指してみんな真剣�

全員を魅了した「ダンスバトル」

●
図
書
館
だ
よ
り
発
刊
●

図
書
館
で
は
、
１２
月
か
ら
学
内
報
と
は
別
に
「
図

書
館
だ
よ
り
」（
月
１
回
予
定
）
を
発
行
し
て
お
り
ま

す
。
先
生
方
の
推
薦
図
書
の
紹
介
や
新
刊
案
内
、
図

書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
各
コ
ー
ナ
ー
の
紹
介
な
ど
、

図
書
館
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
発
信
し
て
い
く
予

定
で
す
。

１２月の展示コーナー

「情報化の時代」「情報化社会」とい
う言葉が使われるようになって久しい。
これらの言葉の定義は難しいが、こ

れらの言葉が意味するところは、従来
に比べ�情報�がはるかに高い価値を
持つ時代ないしは社会となっていると

理解してよいであろう。
事実、最近では企業、官公庁などの

組織体の経営では、「情報」が人（ヒト）、
物（モノ）、金（カネ）に続く第４の経
営資源として認知されてきており、情
報を取り扱う仕事である「事務」の重
要性はますます高まってきているとい
える。そういう意味もあってタイトル
を「情報化時代の事務・文書管理」と
した。
事務管理という分野はこれまで多く

の人々によって研究されてきた。それ
らの多くは事務管理という単独の分野
での研究よりも、むしろ生産・販売・
財務管理などの諸々の研究のなかで、
それらの管理機能をより能率的にする
ための「手段としての事務の働き」が
取り上げられ、研究されてきた。
しかし、こうした事実は事務ないし

は事務管理の重要性を否定するもので
はない。むしろ、事務管理の進歩発展
が他の分野の研究の進歩発展と共にあ
ることの証左でもあろう。これを言い
換えれば、事務管理の知識・技能は他
の分野の管理に携わる人々にとって欠
くことが出来ない基礎的な知識・技能
であるともいえるだろう。本書では事
務は�情報を取り扱う仕事（情報処理）
であること、�他の分野の仕事を助け
る仕事であること、を概念として扱い、
これを第１章～６章にまとめた。A５判
１９６�。

●
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
●

図
書
館
入
口
前
に
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
１２
月
は
ク
リ
ス
マ
ス
、
１
月
は
「
サ
ル
」
と

い
う
よ
う
に
季
節
や
時
々
の
話
題
に
合
っ
た
図
書
な

ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
（
文
献
探
索
・

情
報
検
索
）
の
研
修
会
を
開
催
●

１０
月
下
旬
か
ら
１２
月
上
旬
に
か
け
て
本
学
の
１
・

２
年
次
生
を
対
象
（
参
加
者
２
０
８
人
）
に
「
各
サ

ー
チ
エ
ン
ジ
ン
を
利
用
し
て
、
情
報
検
索
の
基
本
技

術
と
検
索
術
を
学
ぶ
」
た
め
に
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

検
索
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
ビ
デ
オ
「
あ
な

た
も
な
れ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
の
達
人
」
を
見

た
あ
と
、学
生
が
携
帯
し
て
い
る
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
、

ま
た
は
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
実
習
室

で
、
与
え
ら
れ
た

課
題
を
そ
れ
ぞ
れ

に
検
索
す
る
と
い

う
か
た
ち
で
行
い

ま
し
た
。
参
加
者

の
多
く
に
は
、「
今

後
、
役
に
立
つ
演

習
で
あ
っ
た
」
と

い
う
意
見
が
多
く
好

評
で
し
た
。
な
お
、

こ
の
「
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
検
索
（
文
献
探

索
・
情
報
検
索
）」に

つ
い
て
は
、
随
時
図

書
館
で
受
け
付
け
し

て
い
る
の
で
、
希
望

者
は
、
お
気
軽
に
図

書
館
ま
で
�

まずビデオで学習

「怪異」とは何か？ 昔の人々は、
「怪異」をどのように受けとめ理解し
たのか？ 一見、無価値と思われる「怪
異」なるものを歴史世界に探り、旧態
依然とした歴史学界に挑戦する学際性
漂う新機軸の一書。執筆者は、日本史
学・東洋史学・西洋史学・国文学・美
術史学等を専門にする総勢１７人の研究
者。全体は怪・怨・祀・象・性・顕の
６つのテーマに分かれる。巻頭論文と
装丁は、先日直木賞を受賞した京極夏
彦が担当。黒川正剛専任講師は「西欧
近世における�怪異�」を執筆担当。
「怪異、それは歴史研究の新たなる射
程―。」学会公式HP http:��kaiigakk
ai.hp.infoseek.co.jp

２０
世
紀
に
飛
躍
的
な
発
展
を
遂
げ
て
き
た
観
光
産

業
が
い
ま
曲
が
り
角
に
立
っ
て
い
ま
す
。
見
物
や
娯

楽
か
ら
参
加
、
体
験
、
学
習
な
ど
へ
の
人
々
の
観
光

目
的
の
多
様
化
、
女
性
に
よ
る
観
光
ニ
ー
ズ
の
主
導

な
ど
人
々
の
観
光
の
目
的
や
行
動
が
変
化
し
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
国
内
の
観
光
地
で
は
地
域
住
民
が
ま

ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
観
光
と
か
か
わ
る
と
い
う

新
し
い
か
た
ち
が
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
国

際
観
光
の
面
で
は
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
を
促
進
す

る
た
め
の
課
題
が
山
積
み
で
す
。

観
光
研
究
の
進
展
と
観
光
産
業
発
展
の
一
端
を
担

う
一
冊
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索なお、上記２冊については、図書館「教員著書コーナー」に配架しております。

観
光
分
野
に
お
け
る
基
本
的
な
研
究
課
題
と
近
年

浮
上
し
て
き
た
い
く
つ
か
の
新
た
な
課
題
を
、
２１
世

紀
前
半
に
お
け
る
観
光
の
展
望
、
観
光
行
動
研
究
の

課
題
、
国
際
観
光
の
課
題
、
そ
し
て
観
光
を
支
え
る

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
展
望
と
課
題
の
４
分
野
に

区
分
し
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
各
３
編
の
個
別
論
文
に

よ
っ
て
具
体
的
に
展
開
す
る
と
い
う
形
を
と
っ
て
編

纂
さ
れ
た
観
光
学
の
研
究
書
で
す
。

観
光
を
学
問
と
し
て
と
ら
え
る
と
、
こ
ん
な
に
違

っ
た
世
界
が
見
え
て
き
ま
す
。
観
光
を
支
え
る
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
ガ

イ
ド
や
添
乗
員
、
旅
館
の
女
将
な
ど
そ
の
歴
史
が
取

り
上
げ
ら
れ
、
女
将
と
テ
レ
ビ
と
の
関
係
な
ど
意
外

な
事
実
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。

Ｔ
Ｂ
Ｓ
系
金
曜
ド
ラ
マ「
ヤ
ン
キ
ー
母
校
に
帰
る
」

の
原
作
。
全
国
で
唯
一
、
高
校
中
退
者
や
不
登
校
生

を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
る
北
海
道
北
星
学
園
余

市
高
等
学
校
。「
元
ヤ
ン
キ
ー
」
で
余
市
高
校
の
卒
業

生
で
も
あ
る
義
家
先
生
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱

え
た
生
徒
た
ち
と
と
も
に
戦
う
姿
を
綴
っ
た
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
。
義
家
先
生
が
教
師
に
な
る
ま
で
を
描
い
た

『
不
良
少
年
の
夢
』
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
読
ん

で
み
て
く
だ
さ
い
。

前田勇編著
（学文社）

「２１世紀の観光学」

推
薦
図
書

山上徹・堀野正人編著
（白桃書房）

「現代観光への
アプローチ」

義家弘介著
（文藝春秋刊）

「ヤンキー
母校に生きる」

人
間
学
部

黒
川
正
剛
専
任
講
師

人
間
学
部

室
屋
洋
一
教
授

�
怪
異
学
の
技
法
�

�
情
報
化
時
代
の

事
務
・
文
書
管
理
�
室
屋
洋
一
編
著

嵯
峨
野
書
院

東
ア
ジ
ア
恠
異
学
会
編

臨
川
書
店

2004年1月29日3
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華々しくも浮き沈
みと生存競争の激し
いIT・SI産業。この
業界でよき人材とし
て、また自分の手で
生み出す仕事が社会
に選ばれ生き残るた
めにはどうすればよ
いかを考えた際、私は次のように考えます。
『誰もやりたがらないことを手掛けられるか、
誰もできないことを切り開いてやれるか』
ということです。これを念頭においてIT・SI
業界を見渡した際、大きな求心力を持ち、ひと
際注意を引く企業が１つあります。
IT基盤ソフトウェア事業とサービス事業の２
つを軸にSIサービスやオープン系基盤ソフトウ
ェアの開発などを担当し、ロボット開発者に向
けたソリューションやLinuxユーザならその利

便性に舌を巻いた、仮想プラットフォームをIOS
の中に実現させる「VMware」など他の追随を
許さないソリューション群を提供するなど『高
い技術力』と『ノウハウ』を持つ西日本最大規
模のソフトウェア会社『NECシステムテクノロ
ジー』（以下NECST)です。
念願がかない、NECSTで２週間のインターン
シップを経験することができました。当社には
ユーザーが求める本質を見極め、斬新なソリュ
ーションをプロバイドできるというテクノロジ
ーの深さが感じられました。また、方針や指導
が明確で徹底しており、意見交換も自由に行え
る風通しの良い魅力ある職場でした。
このインターンシップで感じたことは、ビジ
ネスマンには提案・企画・報告などの論理展開
においては、何度も何度もそのプロセスをシミ
ュレーションするという徹底したダブルシンキ
ングが必要不可欠であるということです。
実際に当社のSEの皆さまに指導を受け、その
思考のプロセス・価値観などを少しでも吸収し、
自分自身のキャリアデザインを明確にするため
に役立てたいと思います。

◇ ◇ ◇
・実習期間：２００３年８月２６日～９月６日
・実習先：NECシステムテクノロジー大阪本社、
神戸NECシステムテクノロジー

自
分
の
体
験
を
語
る
内
定
獲
得
者

Ｉ
Ｔ
・
Ｓ
Ｉ
業
界
目
指
し
て

太
成
学
院
大
学
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス「
先
輩
と
語
る
」

が
、
１２
月
１２
日
（
金
）
本
館
３
階
多
目
的
教
室
で
開

催
さ
れ
た
。
４
年
次
生
の
内
定
獲
得
者
７
人
が
パ
ネ

リ
ス
ト
と
な
り
、
田
中
就
職
部
長
の
質
問
に
答
え
な

が
ら
内
定
獲
得
ま
で
の
苦
労
話
等
を
後
輩
た
ち
に
披

露
し
た
。
ス
ー
ツ
姿
で
壇
上
に
登
っ
た
パ
ネ
リ
ス
ト

は
面
接
会
場
に
臨
ん
だ
時
の
よ
う
に
や
や
緊
張
し
た

雰
囲
気
で
席
に
着
き
、
質
問
を
待
っ
て
い
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
７
人
の
先
輩
た
ち

は
内
定
獲
得
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
自
信
と
熱
意
を
込

め
て
披
露
し
、
大
き
な
拍
手
を
浴
び
て
い
た
。
参
加

し
た
後
輩
た
ち
も
何
か
を
つ
か
も
う
と
懸
命
に
話
を

聴
い
て
い
た
。

企
業
の
採
用
活
動
は
年
々
早
く
な
り
、
ま
た
就
職

活
動
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
就
職
部
で

は
就
職
希
望
者
が
出
来
る
限
り
多
く
内
定
が
獲
得
で

き
る
よ
う
支
援
体
制
を
充
実
さ
せ
た
い
。

Ｑ

就
職
活
動
を
始
め
た
の
は
い
つ
頃
か
ら
で
す

か
。Ａ

一
番
早
い
人
は
３
年
次
生
に
な
っ
て
す
ぐ
。

遅
い
人
で
も
３
年
次
生
の
２
月
か
ら
活
動
を
開
始
し

て
い
た
。

Ｑ

訪
問
し
た
企
業
は
何
社
ぐ
ら
い
で
す
か
。

Ａ

一
番
多
い
人
で
約
５０
社
。
３０
社
ぐ
ら
い
の
人

が
２
人
で
他
の
人
も
１０
社
ぐ
ら
い
訪
問
。
就
職
状
況

の
厳
し
さ
が
訪
問
企
業
数
に
表
れ
て
い
た
。
最
初
か

ら
車
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
を
希
望
し
て
、
最
初
に
訪
問
し

た
企
業
で
内
定
を
獲
得
し
た
超
ラ
ッ
キ
ー
ボ
ー
イ
が

１
人
い
た
。

Ｑ

面
接
の
と
き
に
注
意
し
た
こ
と
は
。

Ａ

�
第
一
印
象
が
重
要
。
頭
か
ら
足
元
ま
で
面

接
に
ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
茶

髪
・
ピ
ア
ス
も
ち
ろ
ん
ダ
メ
�
挨
拶
は
大
き
な
声
で

し
っ
か
り
す
る
�
正
し
い
姿
勢
で
面
接
官
を
見
な
が

ら
質
問
を
聞
き
、
回
答
す
る
�
家
を
出
て
か
ら
家
に

着
く
ま
で
が
面
接
。
誰
に
見
ら
れ
て
い
る
か
わ
か
ら

な
い
の
で
油
断
し
な
い
⑤
質
問
を
よ
く
聞
く
。
面
接

官
が
何
を
聞
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
理
解
し
て
ハ

キ
ハ
キ
と
回
答
す
る
。

Ｑ

う
ま
く
自
己
Ｐ
Ｒ
す
る
方
法
は
。

Ａ

�
自
己
分
析
を
十
分
行
い
、
長
所
・
短
所
を

洗
い
出
す
。
自
分
の
一
番
の
長
所
を
見
つ
け
て
オ
ー

バ
ー
で
な
く
控
え
め
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
�
自
己
分
析

の
仕
方
を
参
考
書
で
調
べ
た
り
、
家
族
や
友
達
に
長

所
・
短
所
を
教
え
て
も
ら
う
�
自
分
の
趣
味
に
関
連

し
た
長
所
が
あ
れ
ば
Ｐ
Ｒ
し
や
す
く
、
説
得
力
が
あ

る
よ
う
に
思
う
。

Ｑ

ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
対
策
で
効
果
の
あ
る
方
法

は
。Ａ

�
自
分
に
合
っ
た
参
考
書
を
探
し
出
し
て
反

復
し
て
勉
強
す
る
�
一
般
常
識
に
は
Ｓ
Ｐ
Ｉ
が
効
果

あ
る
と
思
う
。
就
職
活
動
を
始
め
た
ら
新
聞
は
必
ず

読
む
こ
と
�
Ｓ
Ｐ
Ｉ
は
必
ず
受
け
る
。
一
般
常
識
は

難
し
か
っ
た
。
か
な
り
勉
強
が
必
要
�
参
考
書
を
数

冊
購
入
し
て
勉
強
し
た
。
高
校
生
レ
ベ
ル
の
問
題
も

か
な
り
あ
る
の
で
、
問
題
を
こ
な
し
て
広
く
浅
く
知

識
を
習
得
す
る
こ
と
が
重
要
。
問
題
慣
れ
す
れ
ば
ス

ラ
ス
ラ
と
回
答
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

Ｑ

失
敗
し
た
と
思
っ
た
こ
と
は
。

Ａ

�
企
業
の
採
用
活
動
が
年
々
早
く
な
っ
て
い

る
の
に
気
が
つ
く
の
が
遅
か
っ
た
。
も
っ
と
早
く
活

動
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
痛
感
し
て
い
る
。
面
接

対
策
、
ぺ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
対
策
が
遅
れ
て
本
当
に
あ

せ
っ
た
�
企
業
の
情
報
集
め
が
不
十
分
で
面
接
で
回

答
出
来
な
か
っ
た
事
が
あ
っ
た
の
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
新
聞
で
最
新
の
情
報
を
入
手
す
る
よ
う
努
力
が
必

要
だ
と
思
っ
た
。

Ｑ

活
動
を
通
じ
て
後
輩
た
ち
に
一
言
。

Ａ

�
や
っ
て
出
来
な
い
事
は
な
い
�
気
楽
に
や

る
。
難
し
く
考
え
な
い
�
努
力
す
る
。
努
力
は
必
ず

報
わ
れ
る
�
強
い
気
持
ち
を
持
つ
。
相
手
に
伝
わ
る

よ
う
な
熱
意
を
持
つ
�
ス
タ
ー
ト
を
早
く
す
る
。
先

手
必
勝
�
自
分
に
自
信
を
持
つ
。
就
職
活
動
の
失
敗

は
勉
強
の
う
ち
�
活
動
す
る
時
は
集
中
し
て
や
る
。

遊
ぶ
時
は
遊
ぶ
。
言
葉
遣
い
、
挨
拶
等
日
頃
か
ら
身

に
つ
け
て
お
く
こ
と
が
大
切
。
面
接
官
は
付
け
焼
き

刃
を
見
抜
い
て
し
ま
う
。

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
の
説
明

会
で
友
達
と
販
売
士

検
定
を
受
け
よ
う
と

思
っ
た
の
が
き
っ
か

け
で
し
た
。
販
売
士

３
級
を
受
験
し
た
後

に
、
学
務
課
の
前
に
情
報
処
理
技
術
者
試
験
の
申
し

込
み
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
置
い
て
あ
る
の
を
見
つ
け
ま

し
た
。
前
々
か
ら
、
初
級
シ
ス
ア
ド
か
基
本
情
報
処

理
技
術
者
試
験
を
受
け
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
受

験
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

今
回
の
シ
ス
ア
ド
は
試
し
に
受
け
て
、
次
に
が
ん

ば
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
い
ざ
申
し
込
ん
で

し
ま
う
と
、
せ
っ
か
く
だ
か
ら
が
ん
ば
っ
て
み
よ
う

と
思
い
２
カ
月
ほ
ど
前
か
ら
勉
強
を
始
め
ま
し
た
。

販
売
士
２
級
の
講
座
が
か
ぶ
っ
て
き
て
、
ど
ち
ら
も

１０
月
に
試
験
が
あ
る
の
で
両
方
並
行
し
て
勉
強
す
る

の
は
大
変
で
し
た
。
１
週
間
を
販
売
士
２
日
、
シ
ス

ア
ド
を
５
日
に
分
け
販
売
士
の
方
は
週
に
２
回
あ
る

講
義
の
内
容
の
部
分
の
教
科
書
を
読
み
返
す
、
そ
れ

を
繰
り
返
し
販
売
士
試
験
日
の
４
日
前
か
ら
教
科
書

を
全
部
読
み
な
お
し
、一
通
り
過
去
問
を
し
ま
し
た
。

シ
ス
ア
ド
の
午
前
は
１
日
５０
ペ
ー

ジ

と
ノ
ル
マ
を
決
め
、

そ
の
部
分
の
テ
キ
ス
ト
に
目
を
通
し
た
後
問
題
を
解

く
、
も
う
一
度
次
の
日
に
同
じ
部
分
を
や
っ
て
か
ら

次
に
進
む
と
い
う
形
で
勉
強
を
し
て
い
ま
し
た
。
午

前
が
一
通
り
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
午
後
の
勉
強
を
し

ま
し
た
。
最
初
の
う
ち
は
テ
キ
ス
ト
の
後
半
に
あ
る

過
去
問
題
の
解
説
を
見
な
が
ら
解
き
、
テ
キ
ス
ト
の

部
分
が
終
わ
っ
た
ら
、
次
に
１
日
に
過
去
の
試
験
１

回
分
と
決
め
問
題
を
す
べ
て
解
き
そ
の
後
、
わ
か
ら

な
い
部
分
や
微
妙
な
部
分
の
解
説
を
読
む
と
い
う
勉

強
を
過
去
６
年
分
２
回
ず
つ
し
ま
し
た
。
試
験
１
週

間
前
か
ら
完
璧
で
な
い
部
分
を
勉
強
し
、
実
際
の
試

験
と
同
じ
時
間
で
残
し
て
お
い
た
前
回
の
問
題
を
解

き
、
ま
だ
あ
い
ま
い
な
部
分
を
で
き
る
だ
け
な
く
す

よ
う
に
し
ま
し
た
。

試
験
当
日
、
座
布
団
は
絶
対
必
要
で
す
。
当
日
は

持
っ
て
い
く
の
を
忘
れ
て
し
ま
い
、
大
学
の
硬
い
木

の
椅
子
に
５
時
間
も
座
る
の
は
結
構
大
変
で
し
た
。

そ
れ
と
、
う
ち
の
大
学
の
図
書
館
に
は
資
格
関
連
の

図
書
が
結
構
充
実
し
て
い
る
の
で
、
図
書
館
を
活
用

す
る
と
テ
キ
ス
ト
は
最
新
の
１
冊
を
買
う
だ
け
で
お

金
を
節
約
で
き
ま
す
。
最
後
に
、
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
の
人
は
大
変
親
切
で
面
倒
見
が
良
く
話

し
や
す
く
、
資
格
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
少

し
資
格
に
興
味
が
あ
る
け
ど
手
が
出
し
に
く
い
と
い

っ
た
場
合
に
は
、
気
軽
に
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ

い
。き
っ
と
い
い
力
に
な
っ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

特
別
講
座
「
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ

初
級
」
は
１１
月
１５
日

で
全
講
座
を
終
了
し
た
。
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
で
は
、
１２
月
１０
日
（
水
）
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ

Ｉ
Ｐ

テ
ス
ト
を
、
西
館
１
Ｆ
１
０
２
教
室
で
実
施
し
た
。

こ
の
テ
ス
ト
は
公
開
試
験
よ
り
割
安
で
、
し
か
も
学

内
で
受
験
出
来
る
。
今
回
は
、
特
別
講
座
の
受
講
生

の
得
点
の
伸
び
を
確
認
す
る
た
め
と
、
受
講
生
以
外

の
学
生
の
受
験
も
期
待
し
て
実
施
し
た
も
の
。
テ
ス

ト
は
、
リ
ス
ニ
ン
グ
１
０
０
問
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
１

０
０
問
の
２
時
間
の
マ
ー
ク
シ
ー
ト
方
式
で
実
施
さ

れ
た
。

最
近
、
各
企
業
で
は
新
卒
採
用
に
お
い
て
英
語
力

を
重
視
す
る
傾
向
に
あ
る
と
い
う
。
本
学
在
学
生
の

英
語
力
が
向
上
す
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
さ
ら
に

充
実
さ
せ
た
い
。

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
Ｉ
Ｐ
テ
ス
ト

２
月
６
日
（
金
）
卒
業
研
究
発
表
会

２
月
１７
日
（
火
）
秋
冬
期
成
績
発
表

３
月
５
日
（
金
）
卒
業
認
定
者
発
表

３
月
１５
日
（
月
）
太
成
学
院
大
学

学
位
記
授
与
式

３
月
１７
日
（
水
）
大
阪
短
期
大
学

卒
業
式

４
月
２
日
（
金
）
太
成
学
院
大
学

入
学
宣
誓
式
リ
ハ
ー
サ
ル

４
月
３
日
（
土
）
太
成
学
院
大
学

入
学
宣
誓
式

４
月
５
日
〜
（
月
）
新
年
度
セ
ミ
ナ
ー

就
職
活
動
Ｑ
＆
Ａ

大原進 木村吉太郎
後藤秀徳 正尺孝典

田中従峰 茶畑公浩 稗田裕介
５０音順 敬称略
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初
級
シ
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ア
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合
格
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記

特
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座
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初
級

経
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情
報
学
部
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情
報
学
科
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年
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生

松
田

大
輔

Ｉ
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テ
ス
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を
実
施

太成学院大学 大阪短期大学

小林 弘幸
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平成１５年度 主な行事予定

過
去
問
題
を
徹
底
的
に
勉
強
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